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　進相コンデンサを回路から切り離しても、

コンデンサには電荷が残留しています。この

状態で保守点検や再投入をするのは非常に危

険です。

　放電抵抗付高圧進相コンデンサの場合、コ

ンデンサ開放5分後に残留電圧は50V以下にな

りますが、さらに放電コイルをコンデンサ回

路に接続しておけば、残留電荷は放電コイル

に消費されてごく短時間に消滅します。

　これにより、保守点検をより迅速かつ安全

に、また自動開閉運転時の再投入インターバ

ルをより短時間に行う事が出来ます。

定格電圧で運転されている進相コンデンサを回
路から切り離したとき、端子電圧が50V以下にな
る時間が5秒以下

It takes less than five seconds until terminal voltage 
becomes less than 50V, after disconnecting a capacitor 
from circuit.

【共通仕様】
 準拠規格  ： JIS C 4902-3 
 使用場所  ： 屋内
 標高　　  ： 1000m以下
 温度種別  ： -20/B
 耐熱クラス： E種
 相数      ： 3相(V結線)
 周波数      ： 50/60Hz共用 

【Specifications】
 Standard　　　　　： JIS C 4902-3
 Installation location  ： Indoor only
 Installation altitude   ： Less than 1000m
 Ambient temperature： -20/B
 Insulation class        ： E
 Number of phase       ： 3-phase(V connection)
 Frequency                 ： 50Hz/60Hz

【Discharge property】【放電特性】

【最高許容電圧】

【種類と型式  Type】

【Maximum allowable voltage】

【放電回数】
 1分毎に放電させたとき　5回
 5分毎に放電させたとき　連続

【Number of discharge】
 Every one minute：5-time
 Every 5-minutes  ：Continuous
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電圧倍数

1.10

1.15

1.20

1.30

形名
Type

絶縁強度
Insulation level

回路電圧
Circuit voltage

放電容量
Discharge capacity

1000kvar

適用コンデンサ容量
Capacity of connected capacitor

～1000kvar
16/45kV

22/60kV

3300V

6600V

直列リアクトルによる過電圧を避ける為、放電コイルは直列リアクトルの電源側に接続してください
上記以外の放電コイルも設計・製作いたします

許容印加時間

24時間のうち12時間以内

24時間のうち30分以内

5分以内

1分以内

Voltage factor

1.10

1.15

1.20

1.30

Allowable load time

12-hour a day

30-minute a day

Within 5-minute

Within a minute

RD-601N

　走査型電子顕微鏡 ( S c a n n i n g  E l e c t r i c  

Microscope　以下 SEM)、はサンプルの表面に

電子線をあてて観察する装置です。一般的な光

学顕微鏡と異なり、サンプル表面を数万倍で観察

できます。そのため、生体分野や半導体、また

科学技術の基礎研究まで幅広い分野で利用され

ています。

　当社においても、積層板製品、電気製品の基

礎研究やユーザー様の要求データに応えるため、

以前から所有しておりましたが、今回、新しく

SEMを更新しましたのでその概要と簡単な観察

例をご紹介させていただきます。

■走査型電子顕微鏡とは

　当社が導入したのは日立ハイテクノロジーズ

社製S-3400Nで、一般的なタングステンフィラメ

ントを光源にしたタイプのものです。また、併

せて材料の構成元素をスピーディーに測定でき

る、エネルギー分散型X線解析装置(Ene rgy  

Dispersive X-ray system 以下EDX)も装備しまし

た。表題横に外観写真を紹介いたします。

■装置

　身近な例として、市販の化粧品を金属コート

せずにそのまま観察しました。試料は極少量の

ファンデーション（絶縁物）ですが、両面テー

プの表面に散布して付着させるだけで、すぐに

分析にとりかかることができます。

　写真①と写真②は、それぞれ異なるメーカー

のファンデーションを1000倍に拡大した画像で

す。写真①は、球状や板状の微粒子が見られま

したが、写真②は、ほぼ全て板状の微粒子でし

た。図中の粒子のコントラストの違いは、組成

が異なることを示しています。

■観察画像の一例

　SEMとEDXを組合せて観察することで、よ

り細かな材料解析が可能となります。機会が

あれば、EDXの観察事例もご紹介したいと存

じます。

　新しいSEMは、連日休むことなく稼動して

おり、材料解析、研究開発をサポートしてい

ます。

■終わりに

　これまで、SEMで電気を通さない試料を観察

する時は、試料表面を金や白金などの金属で薄

くコートして観察する必要がありました。近年

は、観察試料室の真空度をコントロールするこ

とで、試料への金属コートも不要の場合があり

観察の幅が広がっています。

■金属コートが不要

300,000 times of Scanning Electric Microscope has been 
introduced into R&D laboratory. More microscopic analysis 
can be performed with Energy Dispersive X-ray system 
introduced at the same time.
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